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Ⅰ は じ め に

中小企業とは何かという問題をめぐる議論は，中小企業研究の本質論とも言われる
（瀧澤，1995；山中，1948）。中小企業は「異質多元的」ゆえに多様なイメージを有する
が（山中，1948），中小企業に対してどのようなイメージをもっているかについては，
これまでいくつかの研究で取り組まれてきたにもかかわらず（中小企業庁，1972 ;
1992；後藤，2015；松井，2014；寺岡，2005），必ずしも厳密に分析されてきたとは言
えない（関，2017）。
本稿では，拙稿（2017）での検討を踏まえ，引き続き，中小企業について学ぼうとす
る大学生を対象に，筆者が独自に調査した内容に基づき，こんにちにおける日本の中小
企業に対して，どのようなイメージを抱いているのかを明らかにするとともに，それら
のイメージのそれぞれの関連性のあり方について若干の考察を行う。
大学生は，日本国民全体からすれば，その数はわずかに過ぎない。大学生はたしかに
企業における近い将来の有力な人材であるに違いないが，大学生が抱く中小企業のイメ
ージだけをもってして，日本国民が抱く中小企業のイメージを示すことにはならない。
また，大学生は社会人と異なり，社会に巣立つ前ということもあり，大学生がどの程度
中小企業の存立実態（それ以前に企業の実際）を正しく認識しているのかについては疑
問が残る。
大学生を対象とした中小企業に対するイメージをめぐっては，これらのような懸念が
ある。しかしながら，大学生が中小企業の存立実態を正しく認識していないにもかかわ
らず，中小企業に対して何らかのイメージを有しているのであれば，イメージを有して
いること自体が重要なのである。本稿での考察対象は大学生に限られてはいるが，この
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大学生が抱くイメージにかかるデータおよびその分析が，中小企業研究上の資料的価値
をもつことには疑いの余地はなかろう。
本稿の構成は以下のとおりである。第Ⅱ節では，筆者が独自に実施した調査について
説明する。第Ⅲ節では，KH Coder を使った分析方法について説明し，第Ⅳ節では，そ
の分析と結果を示す。第Ⅴ節は，小結として，分析結果から得られる示唆を指摘すると
ともに，今後の検討課題を明示する。

Ⅱ 調 査 概 要

筆者は，2014年度に，筆者が勤務する大学において「中小企業論」の講義を履修す
る大学生を対象に，中小企業のイメージにかかる調査の一環として，「中小企業と聞い
て思いつくイメージ」を 5つ以上あげ，指定の用紙に箇条書きで記述するよう依頼し，
その回答を得た。有効回答は 338であった。回答の結果一覧を示したものを，末尾の別
表に記している。回答者の性別（男性には 1を，女性には 2を与えた），所属する学部，
学年（たとえば 3の場合は 3回生）も記載している（ただし本稿での分析は性別に限っ
ている）。

Ⅲ 分 析 方 法

分析ツールとして KH Coder をもちいて，回答データの分析を行った。これまで中小
企業のイメージにかんする研究はイメージを列挙しているにとどまっており，このよう
なデータ処理ソフトを使った分析は，これまでなされていない（関，2017）。それゆえ，
本稿でもちいるデータの分析によっては，回答データ間の関連なども含めたさまざまな
分析が可能となる。これが先行研究とは根本的に異なる，極めて先駆的な取組である。
KH Coder は，分割されうる語を 1つ 1つ抽出するために，明らかにそれらの複数の
用語が関連づけされ，1つの複合語である場合でも抽出語一覧に反映されない場合があ

表 1 複合語一覧

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
大企業 147 福利厚生 20 専門的 11 日本企業 6

従業員 58 従業員数 16 社員数 10 零細企業 6

技術力 31 人以下 16 低賃金 9 可能性 5

町工場 30 地域密着 16 日本経済 8 消費者 5

個人経営 27 製造業 14 下請企業 6 税制度 5

中小企業 27 さそう 12 家族経営 6 専門性 5

資本金 23 下請会社 11 割以上 6 特化 5
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る。拙稿（2017）では，この複合語の抽出を踏まえた分析を行うことができなかった
が，このたびの分析では，KH Coder により，複合語を抽出し，出現数が 5以上の項目
を強制的に抽出する語として，「大企業」，「従業員」，「技術力」，「町工場」，「個人経
営」，「中小企業」，「資本金」，「福利厚生」，「従業員数」，「地域密着」，「製造業」，「専門

表 2 抽出語一覧

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
大企業 150 占める 16 安定 7 ブランド 5

少ない 145 不安定 16 機械 7 モノ 5

下請 127 ベンチャー 15 作業 7 ワンマン 5

多い 122 下 15 産業 7 卸売 5

従業員 77 製造業 14 資本 7 下町 5

日本 64 近い 13 弱い 7 可能性 5

部品 59 仕事 13 収入 7 競争 5

小さい 58 知る 13 地味 7 雇用 5

規模 52 知名度 13 中心 7 根付く 5

工場 51 労働 13 同族 7 自分 5

支える 49 経済 12 特化 7 小売 5

低い 45 上場 12 有名 7 消費者 5

給料 43 世界 12 アットホーム 6 職人 5

経営 40 製造 12 シェア 6 税制度 5

技術 38 専門的 12 一つ 6 専門 5

高い 38 存在 11 縁 6 専門性 5

社員 36 地方 11 家族経営 6 全体 5

中小企業 36 ブラック 10 距離 6 多数 5

少人数 35 海外 10 強い 6 担う 5

数 35 厳しい 10 国内 6 挑戦 5

技術力 31 事業 10 細かい 6 展開 5

町工場 30 社員数 10 取引 6 認知 5

東大阪 29 地元 10 少数 6 分野 5

イメージ 28 たくさん 9 身近 6 雰囲気 5

個人経営 27 安い 9 生産 6 密着 5

比べる 25 影響 9 製品 6 力持ち 5

資本金 24 社会 9 大半 6 お金 4

社長 24 成長 9 仲介 6 サービス 4

小規模 24 大きい 9 独自 6 トップ 4

人数 21 大阪 9 日本企業 6 トップクラス 4

地域 21 低賃金 9 年功序列 6 パーツ 4

福利厚生 20 発展 9 名前 6 ロケット 4

持つ 19 関係 8 優れる 6 扱う 4

倒産 19 若い 8 利益 6 陰 4

作る 18 受ける 8 良い 6 割 4

地域密着 18 働く 8 零細企業 6 株式 4

大手 17 日本経済 8 歴史 6

人 16 メーカー 7 ネジ 5

中小企業をイメージする（2014年）（関） （ 517 ）６３



的」，「社員数」，「低賃金」，「日本経済」，「家族経営」，「日本企業」，「零細企業」，「可能
性」，「消費者」，「税制度」，「専門性」，「特化」を指定した（表 1）。この点が，拙稿
（2017）での分析から大きく前進した点である。また頻出度数が非常に多い「企業」と
「会社」の 2つを使用しない語として指定した。
また，送り仮名の点に関して，「下請け」を「下請」に修正した。これは一般的には
送り仮名を入れて表記することもありうるが，中小企業研究では「下請」として統一さ
れているためである。
KH Coder による分析を行うまえに，上の語句の取捨選択を踏まえ，データの事前処
理をしたところ，総抽出語数（括弧内は使用された語数）は 6,815（3,965）であり，異
なり語数（同）は 1,056（855）であった。また集計単位は，「文」が 2,079，「段落」が
1,741，また分析対象となる「H 5」が 338であった。
頻出度数が多いものから 150語をまとめたものが，表 2である。「大企業」がもっと
も多く出現回数は 150，「少ない」が 145，「下請」が 127，「多い」が 122と続いた。
以上の抽出されたデータを基本として，共起ネットワークおよび階層クラスターの各
分析およびコーディングによる各種分析を行った。

Ⅳ 分析および分析結果

1．共起ネットワークおよび階層的クラスター分析
①共起ネットワーク
語の最小出現数を 5に設定した。強い共起関係ほど太い線で，また出現数の多い語ほ
ど大きい縁で描画するようにし，描画数を 60にしたうえで結果を図示したものが，図
1である。
「少ない」，「給料」を中心とした共起関係がみられた。また，中心性とは共起関係は
見られなかったが，独自の共起関係もみられた。

②階層的クラスター分析
語の最小出現数を 5に設定した。また方法は Ward 法であり，Jaccard の距離を 1以
上のものとした。
分析の結果，12つのクラスターが導出された。結果を図示したものが，図 2である。
またクラスター別に項目をまとめたものが，表 3である。

同志社商学 第６９巻 第４号（２０１８年１月）６４（ 518 ）



③共起ネットワーク分析と階層的クラスター分析の整合性
共起ネットワーク分析と階層的クラスター分析の整合性についてみると，中小企業の
イメージにかんする分析結果として，次の 12つの諸点を指摘することができる。
第 1に，多くが大企業の下請として部品を製造し日本を支えているという点である。
これには，「大企業」，「下請」，「多い」，「日本」，「部品」，「小さい」，「規模」，「工場」，
「支える」などといった項目が含まれる。
第 2に，縁の下の力持ちという点である。これには，「下」，「縁」，「力持ち」といっ
た項目が含まれる。
第 3に，ある 1つの事業に特化し地域に密着しているという点である。これには，

「地域」，「事業」，「特化」，「密着」，「一つ」などといったの項目が含まれる。
第 4に，卸売や小売として生産を仲介しているという点である。これには，「仲介」，

図 1 共起ネットワーク
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「卸売」，「小売」，「生産」といった項目が含まれる。
第 5に，社長との距離が近いという点である。これには，「社長」，「近い」，「若い」，

「距離」といった項目が含まれる。
第 6に，大手と比べて社員の給料が低いという点である。これには，「低い」，「給
料」，「社員」，「大手」などといった項目が含まれる。
第 7に，海外に通用する優れた技術を持つという点である。これには，「技術」，「持
つ」，「優れる」，「海外」などといった項目が含まれる。
第 8に，経済の影響を受けるという点である。これには，「経済」，「影響」，「受ける」
といった項目が含まれる。
第 9に，地方に存在する製造業／ベンチャーで，世界に知られているという点であ
る。これには，「ベンチャー」，「製造業」，「知る」，「世界」，「存在」，「地方」などとい
った項目が含まれる。
第 10に，細かいネジを作っているという点である。これには，「作る」，「細かい」，

「ネジ」などの項目が含まれる。
第 11に，技術力は高いが，小人数で個人企業の町工場の経営で倒産しやすいという
点である。これには，「経営」，「高い」，「少人数」，「技術力」，「町工場」，「個人経営」，
「小規模」，「資本金」，「倒産」などといった項目が含まれる。

2．コーディング
上の共起ネットワークおよび階層的クラスター分析において導出された 11つのコー
ドを基にコーディング分析を行う。上で明記した項目ごとにコーディングを行った。
以上のコード別の単純集計をみたものが，表 4である。以上のコーディングされたデ
ータを基に，性別でクロス分析を行っ

1
た。

────────────
１ 資料をみてもわかるように，データには，学年別，また学部別の分析も可能であるが，サンプル数に↗

図 2 階層別クラスター
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性別でクロス分析をした結果を示したものが，表 5である。統計的に有意な差がみら
れたものとして，「大手と比べて社員の給料が低い」のみがあげられる。男性と女性で
は，男性の回答割合が圧倒的に高い。中小企業の「給料」についての価値観が男女別で
異なっており，とくに「給料」が低いという中小企業のイメージが男性において強く表
れているのはなぜかについては，別途さらに検討していくことが必要であろう。
また統計的に有意な差はみられなかったが，他のコードと比べて差が大きくみられた
ものとして「技術力は高いが少人数で個人企業の町工場の経営で倒産しやすい」があげ
られる。男性と女性との間で，男性の回答割合が圧倒的に高くなっているのはなぜかに
ついても，重ねて別途検討していくことが必要であろう。

Ⅴ 小 結

本稿では，大学生を対象とした筆者が独自に調査した内容に基づき，こんにちにおけ
る日本の中小企業に対して，どのようなイメージを抱いているのかを明らかにするとと
もに，それらのイメージのそれぞれの関連性のあり方について，若干の考察を行うこと
を目的としていた。
上でもすでに示したように，本稿での検討の結果，大学生がこんにちの中小企業に対
して抱くイメージは，次の 11つのイメージに集約することができることが明らかとな
った。
「大企業の下請として日本を支える」
「縁の下の力持ち」
「事業に特化し地域に密着する」
「卸売や小売として生産を仲介する」
────────────
↘ 大きく偏りがあるため，このたびは性別のクロス別分析のみを行った。
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「社長との距離が近い」
「大手と比べて社員の給料が低い」
「海外で通用する優れた技術を持つ」
「経済の影響を受ける」
「地方に存在する製造業／ベンチャーで世界に知られている」
「細かいネジを作っている」
「技術力は高いが少人数で個人企業の町工場の経営で倒産しやすい」
本稿では，これらのイメージをたんに示すだけでなく，イメージにかかる分析から，
あらためて次の諸点を指摘することにしたい。第 1に，「下請」や「技術」，「町工場」

表 4 コード別にみた度数

コード 度数 割合
大企業の下請・日本を支える 295 87.28％
縁の下の力持ち 15 4.44％
事業に特化し地域に密着 33 9.76％
卸売や小売として生産を仲介 15 4.44％
社長との距離が近い 31 9.17％
大手と比べて社員の給料が低い 88 26.04％
海外で通用する優れた技術を持つ 55 16.27％
経済の影響を受ける 20 5.92％
地方に存在する製造業／ベンチャーで世界に知られている 57 16.86％
細かいネジを作っている 22 6.51％
技術力は高いが少人数で個人企業の町工場の経営で倒産しやすい 175 51.78％
コード無し 7 2.07％
（文書数） 338

表 5 性別クロス表

コード 男性 女性 合計 カイ2乗値
大企業の下請・日本を支える 186（88.57％）109（85.16％）295（87.28％） 0.556

縁の下の力持ち 11（ 5.24％） 4（ 3.13％） 15（ 4.44％） 0.413

事業に特化し地域に密着 20（ 9.52％） 13（10.16％） 33（ 9.76％） 0

卸売や小売として生産を仲介 10（ 4.76％） 5（ 3.91％） 15（ 4.44％） 0.01

社長との距離が近い 17（ 8.10％） 14（10.94％） 31（ 9.17％） 0.468

大手と比べて社員の給料が低い 65（30.95％） 23（17.97％） 88（26.04％） 6.304*

海外で通用する優れた技術を持つ 35（16.67％） 20（15.63％） 55（16.27％） 0.01

経済の影響を受ける 14（ 6.67％） 6（ 4.69％） 20（ 5.92％） 0.261

地方に存在する製造業／ベンチャーで世界に知られて
いる 32（15.24％） 25（19.53％） 57（16.86％） 0.762

細かいネジを作っている 15（ 7.14％） 7（ 5.47％） 22（ 6.51％） 0.143

技術力は高いが少人数で個人企業の町工場の経営で倒
産しやすい 116（55.24％） 59（46.09％）175（51.78％） 2.31

ケース数 210 128 338
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などにあらわされているように，大学生の多くは中小企業＝製造業というイメージを有
しているということである。中小企業に卸売や小売のイメージをもつ大学生もいないわ
けではないが，上の諸項目の回答数と比べると明らかに少数である。さらに農業や建設
業などのイメージを有する大学生は皆無に近い。すでに拙稿（2017）でも指摘している
が，後藤（2015）の指摘にもあるように，日本の中小企業の存立分野としての製造業
（さらに機械金属業種）は，ほんの一部分にしかすぎない。こうした中小企業の実際の
存立実態とは異なる，製造業に偏った中小企業に対する見方が，中小企業のイメージを
形成する 1つの要因になっていると考えられる。なぜ大学生の多くが，中小企業をおも
に製造業に偏ったイメージを有しているのか，またなぜ製造業以外の他の産業について
のイメージを有していないのかについては，別途検討していく必要があろう。
第 2に，共起ネットワークの分析から明らかになっているが，「大企業の下請として
日本を支える」というコードに関連した項目が，従業員の数が少ないという項目を介し
て，「大手と比べて社員の給料が低い」というコードに関連した項目とつながりがある
ということである。大学生のなかには，中小企業が下請であることと，従業員の数が少
ないということとを関連させながら，一方で日本を支えるというプラスのイメージをも
ちながらも，その一方で社員の給料が低い（安い）というマイナスのイメージをもつも
のがいるのである。なぜ下請が従業員の数でみた規模の小ささと相まって，このような
対極的なイメージをもたらすのかについては，別途検討していく必要があろう。
3つは，2つめの点と同じく共起ネットワークの分析から明らかになっているが，中
小企業をめぐるそれぞれのイメージが別個に独立的に成立しているということである。
たとえば，「縁の下の力持ち」や「ネジを作る」，「社長との距離が近い」，「経営が厳し
い」などといった諸点である。これらが 1つのまとまりを成し，独立したイメージとし
て成立していることは，それだけ中小企業のイメージが多様であるということを示唆し
ている。また，これらのイメージには，プラスのイメージとマイナスのイメージが混在
していることも特徴として指摘できる。重要なことは，大学生は，中小企業に対してプ
ラスのイメージとマイナスのイメージとのどちらかに偏ったイメージを有しているので
はなく，プラスもマイナスも両方のイメージを有しているという点である。
以上の 3点はあくまで本稿の分析結果から導出されうる示唆にすぎない。「はじめに」
でも記したように，大学生は中小企業の存立実態を正しく認識していないにもかかわら
ず，中小企業に対して上の諸点のイメージを有している。そもそも中小企業がイメージ
どおりに存立しているか，その実態については綿密な調査や分析などが必要であろ

2
う。

そのうえで，また大学生がなぜ上のようなイメージを有するのかということと，それが
────────────
２ たとえば中小企業に対して「縁の下の力持ち」や「社長との距離が近い」と抱かれるイメージが本当に
そうであるかの実証研究が必要であろう。
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調査の結果として明らかとなる中小企業の存立実態と乖離があるとすれば，それは何ら
かの方法によって是正されていかなければならないであろ

3
う。中小企業のイメージと実

態とがいかに乖離しているか，また乖離しているとすれば，それはどのように是正して
いくかについては，本稿で示された諸課題と合わせて，あらためて別稿にて検討してい
く必要がある。
本稿では，拙稿（2017）で公表した 2013年度のデータをもちいた分析に引き続いて，

2014年度のデータをもちいて分析を行った。そのため本稿は，2014年度という単年度
のデータに限定したうえで，分析方法，分析，その結果を示すとともに，若干の示唆を
提示しただけにとどまっている。これは，分析方法や分析それ自体において多くのやり
残した諸点があるためである。さらに，今回の 2014年度の分析は，本務校 1校だけの
データにとどまったため，サンプルの規模が大きくなく，大学（が立地する地域）間の
比較検討ができなかった。しかし，2013年度のデータを本務校 1校に限定したかたち
で再度分析をすれば，2014年度のデータとの比較を行うことで経時的な分析をしてい
くことも可能になるであろう。また，筆者は 2014年度以降にも毎年継続して中小企業
のイメージにかかるデータを収集してきている。これらのデータを経時的に分析してい
くことはもちろんのこと，本稿の学術的位置づけを明確にしたり，さらには本稿で得ら
れた分析結果を慎重に解釈するだけでなく，学術的意義を導出したりしていくことなど
については，いずれも今後の課題である。これらはかたちを変えて，別稿にて提示する
ことにしたい。

付記
本稿を作成するにあたって，同志社大学大学商学部に現在在籍している関ゼミ 2期生の久保田結衣さ

んには，分析にかかるデータを丁寧に的確に打ち込んでいただいた。この場をお借りし，記して感謝の
意を表したい。なお本稿でありうる過誤は，筆者の責に帰することを明記する。
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別表 中小企業のイメージにかんする大学生の回答
整
理
番
号

学
部
学
年
性別
男1�
�
�
�

�
�
�
�女2

項目

1 商 3 1

規模が小さい
ベンチャー
従業員少ない
創造力豊か
中小企業診断士

2 商 3 2

大企業の下請をする
部品などを製造する
自社製品製造の技術が高い
従業員の数が多すぎない
専門分野が強い

3 商 3 2

企業数が多い
でも企業の規模は小さい
業種が幅広い
中小企業がなかったら大企業が成り立たな
い，大事なところ
地方に多い

4 商 3 1

規模は小さいのに顧客に NASA などすご
いところがある
薄暗い
世襲制（同族経営）
職人技を持った人がいる
東大阪

5 商 3 1

規模が小さい
大企業の下請
少人数
家族で経営している場合もある？
一人一人の意識が高そう
技術力が高そう

6 商 3 1

大企業よりも専門的分野
小規模
不安定
発展途上
ニーズへの対応

7 商 3 1

知名度が低い
店舗数少ない
個人経営である
建設業である
仲介業である

8 商 3 1

社員少ない
仲介
下請
特許を持っている（特別な）
個人経営

9 商 3 1

日本の企業の 99パーセント
部品
下請
専門的
おじさん

10 商 3 1

大企業の下請をしている
従業員が少ない
給料が少ない
自動車などの部品作り
工場が職場である

11 商 3 1

町工場
大企業の下請
税制度の面で優遇される
名前を知らない企業が多い
個人経営

整
理
番
号

学
部
学
年
性別
男1�
�
�
�

�
�
�
�女2

項目

12 商 3 1

工場
B to B
社員数が少ない
名前があまり知られていない
独自の技術，強みがある

13 商 3 1

従業員が 1000人くらい以下
モノの核となる小さな部品を作っている
精度が高いため日本の中小は評価が高い
下請会社
給与は高くない

14 商 3 1

従業員が少ない
下請
町工場
個人経営
会社の名前と社長の名前が同じ

15 商 3 2

地味
倒産
高技術
職人
ベンチャー

16 商 3 1

日本を支えている
数が多い
細かい部品を作っている
レベルの高い技術を持っている
地域密着

17 商 3 1

従業員が少ない
社長がすごくリッチ
発想豊か
独創的
規模が小さい

18 商 3 2

部品製造
鉄鋼
小規模企業
ゴム製造
大量生産

19 商 3 2

鉄鋼所
100人単位
下請
自動車の部品
海外進出が難しい

20 商 3 1

大阪・堺
下請業
厳しい経営
部品などを作る
ロケットの部品

21 商 3 1

厳しい現状
大阪の中小企業がロケットの部品を作って
いる
大企業の下に中小企業が多くある
ネジや部品
地域密着

22 商 3 1

社会の支柱
親の会社
都会に多い
大企業以外のくくり
マジョリティー
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23 商 3 1

24 商 3 1

大手会社の関連，子会社
給料が安い
従業員が少なく，団結力がある
職場の雰囲気は良さそう
国内だけの仕事が多い

25 商 3 2

大規模でなく中・小規模の企業
中小企業によって大企業は支えられている
社員が多すぎない
支店などが少ない
多様な職種の企業がある

26 商 3 2

食品
電子
男の人が働いてるイメージ
下請
部品
小規模広範囲

27 商 3 1

ローカル
大企業のパートナー
ブラック企業
マイナー
倒産

28 商 3 1

日本の社会を支えている
人数が大企業に比べて少ない
建物も大企業に比べると小さい
下町にあるイメージ
大企業の下請

29 商 3 1

下請
技術を持っている
地元に根付いている
年功序列
転勤がない

30 商 3 2

零細企業の取引先
製造業
100人単位
組み立て業
日本の経済を支えている
大企業はアベノミクスの影響を受けている
が中小企業にはあまり影響がみられない

31 商 3 2

東大阪市
ベンチャービジネス
下請企業
問屋
自営業

32 商 3 1

部品などの製造，下請
従業員 900人以下
資本金 3億円以下？
ワンマン経営
安定性が乏しい（どうしてもこのイメージ）

33 商 3 1

中小企業論
部品を作っていそう
仕事が大変そう
数が多そう
流通関係が多そう

34 商 3 1

大きい
たくさんありそう
日本経済の中心
よく聞く
大企業の次に大きい

35 商 3 2

200人～300人程度の従業員
下請
海外へ工場を作る
技術力が高い
地元に特化している

36 商 3 1

日本の 99％は中小企業
社員数が少ない
下請の仕事が多い
福利厚生がしっかりしていない
利益を追求できない

37 商 3 1

大企業を支えている
社員の数が少ない
全国にたくさんある
大企業よりマイナスのイメージ
若い社員が多い

38 商 3 2

一部上場していない企業
大手の下請会社
個人経営の会社
小規模工場がある
資本金が少ない

39 商 3 2

大企業よりも高い技術力
少人数で経営
大企業に部品を売る
経済状態に左右
ベンチャー

40 商 3 1

技術力がすごい
冷遇されることが多い
縁の下の力持ち
あまり知られていないけど結構関わりがあ
る
柔軟性がある

41 商 3 1

技術
職人
下請
子会社
東大阪

42 商 3 1

町工場
下請企業
発展途上
ベンチャー
日本企業の 97～99％を占めている

43 商 3 2

製造業
支えている
機械
力仕事
動

44 商 3 2

建設業が多いイメージ
都会より田舎に多いイメージ
会社の規模が小さい（従業員が少ない）
おばさんが事務しているイメージ
出資金の借金が多そう

45 商 3 1

人手が足りていない
暗い
お金がない
おじちゃんが多い（年齢層が高い）
作っているものの規模が小さい（ネジ？な
ど）

整
理
番
号

学
部
学
年
性別
男1�
�
�
�

�
�
�
�女2

項目
整
理
番
号

学
部
学
年
性別
男1�
�
�
�

�
�
�
�女2

項目
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46 商 3 1

部品
下請
大多数
零細多数
小さい製品

47 商 3 2

下請
少人数
地域特化
ベンチャー
低賃金
ホワイト

48 商 3 1

日本の事業の 70％
部品のメーカー
従業員少ない
下請の仕事が多い
給料が多くない

49 商 3 2

工場
東大阪，梅田
印刷
営業部
文房具
おっちゃん
若者
冷凍食品

50 商 3 2

日本の企業の過半数を占める
少人数経営
ベンチャー企業
大企業の下請
多種に及ぶ

51 商 3 2

ブランド
バイヤー
競争力
国内
下請
低賃金
安定した収入
従業員が少ない
小さい

52 商 3 1

大企業を陰で支えている
小さな町工場
地域密着
色々な下請
多い

53 商 3 1

地域密着である
大手の下請
日本の企業で最も多い
工場が小さい
社長と社員の距離が近い

54 商 3 2

社員数があまり多くない
大企業の下請会社とか
CM とかあまりしていない
規模が小さい
優れた技術をもっている

55 商 3 2

工場
大企業の下請
作業着を着ている男性
東大阪のボトルを作っているところ
トヨタ関係の工場が多い

56 商 3 2

町工場
おじさん
小規模
女の人はあまり働いていない
鉄，部品

57 商 3 1

大手会社ではない
個人がやっている個人経営の小さな企業で
はない
中小企業は沢山ない
大手会社の下についている
男の人が働いているイメージ

58 商 3 1

大企業の下請
町工場
技術力の高さが世界トップクラス
大企業からのプレッシャーによる仕方のな
い値下げ
優良な企業が実は多い

59 商 3 1

零細
有限会社
下請
人材難
年功序列

60 商 3 1

小規模
工場
大企業より給料が低い
不安定
個人経営

61 商 3 1

先端技術
町工場
少人数
仕事の内の 9割以上
世界的に評価されている
資本金少ない
特許権
精密機械

62 商 3 1

豊中や東大阪に多い
薄利多売
ネジや部品の製作
工場のイメージ
シェアの偏りが大企業に比べて大きい

63 商 3 1

大企業を目指している
他の中小企業と競争している
合併などしてライバルと差をつけようとし
たりしている
海外進出はしていないが視野に入れている
給料はそんなに高くない

64 商 3 2

高齢化
経営悪化
小規模
少人数
機械
部品

65 商 3 1

大規模ではない
不安定
陰で日本を支えている
大企業とつい比べてしまう
あまり収益がなさそう

整
理
番
号

学
部
学
年
性別
男1�
�
�
�

�
�
�
�女2

項目
整
理
番
号

学
部
学
年
性別
男1�
�
�
�

�
�
�
�女2

項目
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66 商 3 1

大企業よりも低収入，忙しそう
従業員が多そう
そこそこ安定している
大企業と比べると歴史が浅い
消費者を支えている，重要なポジション

67 商 3 2

日本における企業の 99％を占める
従業員数が 100人以下
株式市場に上場している企業は少ない
社長と従業員がより近い関係
都市圏だけでなく地方にも多数ある

68 商 3 1

都会よりも地方に多い
実質的に日本経済を支えているもの
個人経営も多い
機械による大量生産よりも手作業が多い
経営が不安定（人件費に困っているイメー
ジ）

69 商 3 1

大企業より給料が低い
会社の規模が小さい
町工場のイメージ
ベンチャー企業
不安定な経営
個人経営

70 商 3 1
不安定
成長率が低い
問題に対応できなさそう

71 商 3 1

大企業の下
発展途上
社員が少ない
たくさん会社がある
部品作り
こだわりが強い
社長が優しそう
倒産しやすい

72 商 3 1

部品作り
大企業の下請
景気の格差が激しい
大企業より儲かる
細かい仕事が多い

73 商 3 1

僕が住んでる町，東大阪
ネジなどの細かいものを作っているイメー
ジ
ロケットなど世界的に見てもすごいものを
作っている
大企業と比べて社員全体が仲がいいイメー
ジ
給料が少ないが休暇が多いイメージ

74 商 3 2

経営が厳しい
一生懸命
戦っている
アットホーム
熱心

75 商 3 1

東大阪に多い
日本の企業を支えている
下請
意外と業績が良い
社員 1人 1人の意識が高いイメージ

76 商 3 1

小さい
工場
少ない人数
縁の下の力持ち
年商が多かったり，特許を持っていたりす
る

77 商 3 1

あまり自動化，機械化されていない生産シ
ステム
社員が少ない
社長と社員が身近な関係
給料が少ない
肉体労働
すきま産業

78 商 3 1

大企業（例えばトヨタ自動車）などの下請
人数の少なめの企業
仲介会社
日本の産業を支えている
ここ最近つぶれている中小企業が多い

79 商 3 1

数が多い
従業員数が大企業より少ない
給料が安い
老後の補償が不安定
地味

80 商 3 2

大企業よりも知られていない企業
作業服を着て働いている
給料が少ない（大企業よりも）
育児休暇などの制度があまり整っていない
大企業になる可能性を持っている企業もあ
る

81 商 3 1

技術力が高い
工場労働中心
借金が多い
経営が苦しい
給料が安い

82 商 3 1

すぐに倒産しそう
陰で日本を支えている
たくさんある
従業員が多くない
福利厚生がしっかりしていなさそう

83 商 3 2

下請
地域性に特化
部品を取扱う
大企業を支えている
専門性が高い

84 商 3 2

中間地位
部品製造
シェア率高い
経営難（デフレ時）
最先端技術

85 商 3 2

下請会社
規模は大きくもなく小さくもなく
人数も多くなく少なくもなく
ないと物が作れない
数が多い

86 商 3 1

地域性
少人数
資本が少ない
下請
小規模
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87 商 3 2

大企業の次
中小企業の会社が多そう
日本の中心企業
日本経済を支えている
どの企業が中小企業かわからない

88 商 3 1

大企業に比べて経営規模が中以下
従業員が少ない
資本金が少ない
役員のトップから下までの交流がある
部署などが少ない

89 商 3 1

少人数（従業員）
低資本（大企業と比べて）
地域性
モノづくり
下請

90 商 3 1
大企業の下請
技術力はある
他社との競争力はあまり高くない

91 商 3 1

下請会社
部品，パーツ
大企業の支え
知名度が低い
あまり国際的ではない

92 商 3 2

零細企業
町工場
下請
身近
技術がある

93 商 3 2

下請
町工場
高い技術力
製造業
中小企業診断士

94 商 3 2

大企業の下請
人数が 100人以下が多い
個人経営
ブランド力がなさそう
東大阪

95 商 3 2

人数が（社員が）少ない
下請
ブランド力が低い
東大阪
大きなトラブルに対応しきれなさそう

96 商 3 1

大企業を支えるもの
グローバル的な関わりを持つことが少ない
比較的低賃金
支店数が少ない
部品製造が多い

97 商 3 1

小規模
個人経営
高成長
資金不足
革新

98 商 3 1

食品，電子，部品
おじさんが多いイメージ
その業界では一位という企業もある
規模が小さいイメージ
人情がある

99 商 3 2

大企業を支えている
個人経営
技術，製品開発
規模が小さい
人不足

100 商 3 1

工場
目立たない
ほかの企業を支える
部品を作っている

101 商 3 1

下請企業
社員が 100人以下くらいの企業
世界トップクラスの技術
大阪に多いイメージ
（会社が）ビルではなく工場

102 商 3 2

東大阪
個人経営
部品
工場
経営難

103 商 3 2

大企業の下請会社
社員の数が 300人以下
運搬業なども行っている
資本が少ない
日本の技術のトップ

104 商 3 1

大企業の下請
専門的，一極集中の仕事
少人数
会社の大半は中小企業
地元密着型

105 商 3 2

大企業の下請
町工場
個人経営
下町
職人，年配の人がいる

106 商 3 1

市場シェアはそこまで高くない
下請
専門的な企業
企業規模が比較的小さく，様々な仕事を兼
ねている
古くからある企業

107 商 3 1

従業員数が少ない
上場企業ではない
発展の力がある
ベンチャービジネス
自分で経営，管理する

108 商 3 2

下請
従業員が少ない
工場
大阪に多いイメージ
町中にたくさんある

109 商 3 1

細かな部品をいじっている
薄暗い
東大阪
おじさんしかいない
景気の恩恵を受けにくい
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110 商 3 1

給料が少ない
安定しない
活動規模が小さい
東大阪
息子が親の会社を継ぐ
小さな製品などを扱っている
人が少ない
社員が少ないが努力がすごそう

111 商 3 1

製造業が多い
大企業の下請
社長が若いベンチャー
従業員が少ない
古い企業は年齢層が高い
社員が少ないが，優秀である

112 商 3 1

専門的
技術職が多そう
日本を支えている
大企業の影響をもろに受ける
少数

113 商 3 2

車の部品工場
下請業者
オリンピックで使用される道具の製作所
（フィギュアスケートの靴など）
大企業が使用する機械工場
ねじなどの細かい部品

114 商 3 1

大規模とは程遠い
社員が少ない
個人が経営している小さい企業
大企業と比べて給料が低い
切り捨てられやすい企業

115 商 3 2

企業数が多い
売り上げは大企業に劣る
労働者数が多い
地方に多そう
消費者により近い

116 商 3 1

企業全体の 90％以上
主な業種は製造業
従業員が少数
資本金も大企業に劣る
福利厚生が整っていない企業も存在する

117 商 3 2

大企業の下請
働いている人が少ない
株式がない
ある特定の技術に優れている
規模が小さい

118 商 3 2

社員数が少ない
事業を行っている範囲が狭い
収入が大企業より少ない
就職しやすい
幅広い業務を行う

119 商 3 2

日本 大企業国家
東大阪市 中小企業の街
日本の 9割以上
零細企業ともいう
税制度の面で優遇される

120 商 3 2

日本の企業の 9割以上
中心を担っている
名は知られてないけど世界有数の企業もあ
る
従業員数 300人以下
税制度の面で優遇される

121 商 3 1

町工場
下請
東大阪
部品
製造業

122 商 3 1

下請
低給料
零細企業
地元密着
同族会社

123 商 3 2

資本金が少ない
当座比率が高い
日本の企業の 9割以上を占める
東日本大震災の影響もうけ，全体として売
上高はマイナス成長
サービス業が多い

124 商 3 1

下請
同族会社
地場産業
少人数
地域密着
低賃金

125 商 3 2

大企業を支える企業
小さな部品などの細かな部品の製造
まいど一号
工場
地元

126 商 3 1

少し会社自体が小さい
資本力が大企業と比べると少ない
たくさんある
つぶれる可能性が高い
時代の波に乗り切れない

127 商 3 1 大企業を支える
一般人に身近な存在

128 商 3 1

特殊な技術
自営業
下請
家族経営
景気の波を受けやすい

129 商 3 2

町中にたくさんある
工場
下請
地元に多そう
大企業より圧倒的に数が多い

130 商 3 2

大企業を支える
市受け
工場
身近な存在

131 商 3 2

大企業
日本の企業のほとんど
工場
社長
地味にお金を持っている

132 商 3 2

従業員が少ない
工場で働いている
中高年の男性が多い
地味な雰囲気
安月給
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133 商 3 1

大企業の部品を作る
低収入
転勤
地域とつながっている
年功序列

134 商 3 2

業界シェア
大企業との取引
個人経営
技術力
景気に左右される

135 商 3 2

中小企業基本法
中小企業診断士
税制度で優遇
中小企業庁
上場していない

136 商 3 1

ベンチャー
パッション
縁の下の力持ち
競争社会
少数精鋭

137 商 3 2

下請業者
問屋さん
東大阪
株式会社
自営業

138 商 3 1

大企業ほどの規模はない
技術力は劣らない
その業界において必要不可欠な存在
ファスナーの YKK のような地味の印象

139 商 3 1

小規模企業者
個人経営
地域密着
町工場
大企業の下請

140 商 3 2

工場
孫請け会社
東大阪
少人数体制
特殊

141 商 3 1

社員数が少ない
個人経営に近い小規模
日本にたくさんありそう 99％
利益を追求できなさそう
倒産しやすそう

142 商 3 1

日本の会社数の 99％
資本金が少ない
社員数が少ない
経営が厳しい
自分の親が中小企業の経営者

143 商 3 2

大企業の縁の下
ベンチャー
個人経営の店も含む
メーカー
最先端技術

144 商 3 1

地域の経済効果性を担う
雇用の受け皿
経済環境の変化に弱い
モノづくりの技術が高い
資金繰りが難しい

145 商 3 1

社員が 1000人以下
優れた技術を持っている
地域に密着している
給料が低い
ネームバリューが小さい

146 商 3 1

下請
小規模
経済の影響を受けやすい
福利厚生が手薄い
給料が少ない少人数
コアな技術
日本のモノづくりの基盤
低知名度
影の立役者

147 商 3 1

下請
少人数
町工場
東大阪
個人経営

148 商 3 1

大企業の補完的役割
知名度が低い
ある分野においてのエキスパート
特許を多く持っている
小規模に見られがち

149 商 3 2

社員同士の仲がよさそう
デスクワーク
細かい規則が少なそう
朝みんなで体操してそう
下の意見も聞いてくれそう

150 商 3 2

小規模な工場
倒産しやすい
住宅兼事務所
子どもが会社を継ぐ
古い機械を使用

151 商 3 1

すきま産業
あるジャンルにおいて強い
総売上げ高は中流
社員 100人以下
自営業

152 商 3 1

資本金 1億以内
従業員 100人以内
少数精鋭
家族経営
町工場
伝統

153 商 3 1

大企業の下請
ものづくり企業が多い
少人数，小規模
地方
人材難

154 商 3 2

穴場
努力
請負
一生懸命
向上心

155 商 3 2

大企業を支えている下請企業
いっぱいある
その地域に根付いている
工場
従業員が少ない
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156 商 2 2

大手生産者と消費者の仲介役
卸売，小売を担当
地域に根ざしている
大企業の下請
組織が小さいため社員とトップとのコミュ
ニケーションがとりやすい

157 商 2 2

仲介業者
卸売業者
経営規模が大きくない
中小企業診断士
経営者と近い距離で仕事ができる

158 商 2 2

従業員が少ない
個人経営に近い
小売業
サービス業
日本に多い

159 商 2 1

町工場
給料は大企業に比べて少ない
大企業の下請
若い時からある程度責任がある仕事をやら
せてもらえる
退社後の待遇が良くない
日本の経済を裏で支えている

160 商 2 1

従業員の少なさ
ネジとか作ってそう
給料が低そうなイメージ
大企業の下請
町工場

161 商 2 1

今，日本の中心と言ってもいい，将来を担
う企業
大企業の下請
卸売等の事業に関わる
従業員が 20～30人程度
大きな事業が資本をもたずとする企業

162 商 2 2

工場
下請
部品
数が多い
大手との契約で成り立つ

163 商 2 2

大企業より楽に入れる
給料が安い
下請
地方
考え方が古い
社員のレベルが低い

164 商 2 2

社員一人一人の技術力が高い
大阪に多くある
大企業に製品を納めている
就職活動には不人気
給料が低く大変

165 商 2 2

大企業の下請
日本で一番数が多い
工場
日本の軸
工業地帯

166 商 2 2

街の小さな工場
人数が少ない
凄い技術を持っている企業もある
日本を支えている（日本の企業の大半を占
めている）
規模が小さい

167 商 2 1

日本の企業の 98％以上が中小企業
日本経済の 50％を担っている
大企業の下請
個人経営のものが多い
経営が安定しない

168 商 2 1

大企業の下請
部品
卸売
少人数
主に工業系

169 商 2 1

弱い
支え
多い
部品
小規模

170 商 2 2

子会社
部品とかを作っている
大企業の下につく
とても数が多い
一つの会社に人数が少ない

171 商 2 1

技術がある
給料は安い
ワンマン経営
大企業と不平等な契約を結んでいる
残業が多い

172 商 5 1

従業員が少ない
トップクラスの技術力を持っている
経営が厳しいところが多い
部品メーカーが多い
残業が多い

173 商 5 1

大企業の下請会社
1000人以下の従業員
下請同士のライバルが多い
立場が大企業より弱い
知名度が世間には低い

174 商 5 1

従業員数が 50人以下
資本金の額が小さい
地元に根付いた企業が多そう
小さくても海外で取引する企業もある
優れた技術を持つ企業がある
ロケットを製造したり，面白いことをやっ
ている企業が多いイメージ

175 商 5 1

零細
大量
小規模
個人
工場

176 商 5 1

数が多い
経営が厳しい
少人数
安月給
日本経済を支える

177 商 5 1

事業規模が小さい
一つの事業に特化，専門化している
大企業の下請
日本では知られていないが世界に知られて
いる企業がある
求められるタスクが大きい
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178 商 5 1

下請
ブルーカラー
ベンチャー
IT
少数

179 商 5 1

大企業ではない
CM とかで見ない
あまりお金がなさそう
就職しやすそう
社名を全然知らない

180 商 5 2

有名ではない
地方でやっている
少人数
職人，おじいちゃん
大企業の下っ端
工場で生産（部品を）

181 商 5 1

社員数 300人未満
資本金 1億円以下
地域特化型
親族経営
保守・体制と革新の乱立
一点強化主義

182 商 6 1

従業員少ない
下請
信用金庫を利用
町工場
連鎖倒産

183 商 6 1

下請
小売
生産
少人数
国内

184 商 8 1

トヨタ自動車の部品工場など
自分の住んでいる街ですぐ近くにあるイメ
ージ
社員を大事にする
雰囲気がアットホーム
すぐに倒産しないイメージ

185 商 4 2

大阪は堺
小規模，少人数
工場
部品
大手メーカーを支えている

186 商 4 2

少人数
福利厚生がしっかりしていない
不安定
知名度が低い
団結力がある

187 商 4 2

技術力がある
東大阪市
人工衛星作っているような企業もある
下町
若い人が少ない職場

188 商 4 1

日本の企業の大半を中小企業が占めている
大手企業に比べて社会的認知度が低い
給与が低い
倒産しやすい
世界が狭い

189 商 4 2

結びつきが強い（中小企業間）
独自性がある
高い技術力
融資を受けるのが大変そう
高年齢化が進んでいそう

190 商 4 1

工場
身近な社長
知名度が低い
安定した給与
あたたかい社風

191 商 4 1

規模が大企業と比べ小さい
全体人数が少ない
大企業に比べ不安定
低賃金，長時間労働のイメージ
大企業に比べ，すぐにいろいろな仕事を任
される

192 商 4 2

大企業より圧倒的に数が多い
社長が若そう
CM とかほとんどやってない
生活中で知らず知らずのうちに利用してい
る
福利厚生がしっかりしていなさそう

193 商 4 1

低い知名度
少人数規模
地域密着
技術力
下請

194 商 4 1

技術力の高さ
大企業の下請
少ない従業員
専門性の高い商品，サービス
倒産と起業が繰り返される

195 商 4 2

法人税率の軽減
中途採用や転職が多い
資本金・従業員の規模の違い
下請
個人経営に似ている

196 商 4 1

下請
部品
商店街
少人数
小規模

197 商 4 1

資本金，従業員数が一定以下である
下町に多い
大阪の町工場
製造業，部品メーカーが多そう
飛行機の翼のような重要なパーツの一部を
担っている
高い技術力

198 商 4 2

日本企業を支えている
地域密着
福利厚生が手厚くない
労働環境が悪かったりする
アットホーム

199 商 4 2

日本を支える柱
高技術
少人数
海外進出
歴史
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200 商 4 2

日本経済を支えている
日本企業の 99％
縁の下の力持ち
経済の要
少人数

201 商 4 2

従業員数が少ない
テレビや雑誌で宣伝していない
会社の規模が小さい
グループ会社がない
首都圏より地方に多い

202 商 4 1

大企業に比べ給料が安い
資本金が少ない
あまり名が知れていない
労働者の人数が少ない
伸びしろがある

203 商 4 1

町工場
家族経営
大阪の下町
低賃金
専門職

204 商 4 1

東大阪の町工場
近年の hy 契機で倒産増
低賃金で夫婦共働き
技術力がある
同族経営

205 商 4 2

成長の伸びしろがある
大企業に比べて，名前を背負ってない分，
個々の能力が響く
年功序列でない企業も多いので，若いうち
から責任のある仕事を任せてもらえる
雇用人数が少ない
社長との距離が比較的近い

206 商 4 1

日本を支えている
従業員が少ない
忙しい
規模が小さい
影響力がある

207 商 4 1

下請が多い
全体の 9割を占める
従業員が少ない
規模が小さい
ねじを作っている

208 商 4 1

日本を昔から支えている
大企業を下から支えている
少人数で手作業
細かな技術
年配増加，若者減少

209 商 4 2

小規模
貧乏
工場
ねじ
発展

210 商 4 2

成長
専門性
製造業
技術力
従業員 100人くらい

211 商 4 1 大企業と違い，個人運営が多い

212 商 4 1

大企業より給料が安い
中小企業は入りやすいとアピールされてる
労働者の人数が少ない
世の中に知られてない
資本金が少ない

213 商 4 1

大手より給料が安い
地域性
同志社から入社すると上の位に上がれそう
ブラックではない
社員が少ない

214 商 4 1

流通
小売
販売
仲介
下請企業
従業員が数人～100人以下
資本金が少ない

215 商 4 2

大企業にできないような挑戦心
少人数制
プロセスよりも成果主義
まだまだこれから（発展途上）
競争が激しい世界

216 商 4 2

会社の規模は大きくない
様々なものを扱わず専門的
取引先は消費者ではなく大企業
細かく小さなものを扱っている
企業数はとても多い

217 商 4 1

独自の技術を持っている
規模は小さい
社員を大切にするイメージ
社員，経営者の意思が強い
産業の基盤を支えている

218 商 4 1

社員数が少ない
アットホームな雰囲気
給料が少ない
地域密着
規模が小さい

219 商 4 1

日本に存在する企業の 99％
数が多い
実は経済を支えている
すごい技術を持っている
若者の中小企業離れが進んでいる

220 商 4 1

一般市民への認知度が低い
大手企業の下請会社
全国展開を進めていない
給料が低い
特定の分野において高い技術力を持つ

221 商 4 2

資本金が安い
従業員 1000人以下
事業所が少ない
工場の規模が小さい
福利厚生が整っていない

222 商 4 1

病院
社長が小金持ち
下請
業種によって資本金が 3億，1億，5000万
以下
給料が低い
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223 商 4 1

町工場
技術力
社長と社員のつながりの深さ
部品
東大阪

224 商 4 2

大企業を支えている
日本の大部分を占めている
家族的（アットホーム）
地域を支えている
福利厚生が手厚くない

225 商 4 2

日本の 9割以上が中小企業
大企業を支えている
従業員の人数が幅広い
専門的
私の家

226 商 4 1

従業員が少ない
売り上げが低い
日本の企業のほとんど
ワンマン社長
技術力がある

227 商 4 1

日本を支えている
大企業の下請をしている
労働条件が厳しい
工場が多い
経営が厳しい

228 商 4 1

規模が小さい
従業員が少ない
専門的
売り上げや利益が少ない
給料が少ない

229 商 4 2

下請
低賃金
工場
部品
重労働

230 商 4 1

小さい
資金繰りに苦しんでいる
眼鏡をかけたあきんどな社長
腰が低い
頑張ってる

231 商 4 1

東大阪
不安定
少人数
自分の案
衛生打ち上げ

232 商 4 2

大手企業より規模が小さい
ベンチャー
発展の途中
従業員が少ない
地域密着

233 商 4 1

規模が小さい
BtoB の企業が多い
収入が少なそう
地方に多い
無限の可能性

234 商 4 1

ワンマン社長
工場
資金繰り
同族
身内

235 商 4 1

ベンチャー
下請
100人以下
少人数
町工場

236 商 4 1

下請工場
人数も少なめ
加工工場
部品会社
海外展開できない
規模も小さい

237 商 4 2

小規模
下請
町工場
東大阪
地域経済

238 商 4 1

年商が大企業より低い
従業員が少ない
店舗や会社の数が少ない
従業員，社員の給料が低い
地方に多く存在する

239 商 4 1

従業員が少ない
町工場
技術職
地域産業
企業間でのつながり多い

240 商 4 2

小さい
挑戦
専門であり，プロ
大企業の下請
人が少ないため，一人一人の意見が通る
製造業に多い
地域密着
経営が厳しい

241 商 4 1

日本経済を支えている
全企業の 9割を占めている
従業員も 7割を占める
下請が多い
人数が少ない

242 商 4 1

ネームブランドがない
大企業に比べると低い収入
大企業に比べると薄い福利厚生
地味
華々しさがない
経営不振に陥りやすそう
地域密着

243 商 4 1

雇用形態
上場
ワンマン
限界
下請

244 商 4 1

ネームバリューが小さい
給料が低い
事業規模
雇用
社会貢献が目に見えにくい

245 商 4 1

モノづくり
工場
人数が少ない
若者が少ない
技術力が高い
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246 商 4 2

日本の企業の 99％以上
地方に多い
作業服
下請
給料が低い

247 商 4 2

東大阪
ねじ
ばね
工場
作業着

248 商 4 1

倒産のリスクが高い
福利厚生が充実していない
新卒採用が少なく高齢化
下請
一族経営が多そう

249 商 4 1

関西では東大阪に集まっている
日本の 97％ぐらいの企業は中小企業
大企業を支えている存在
大企業と比べて資金調達に限界がある
世界に誇れる企業が多くある

250 商 4 1

不安定
倒産
下請
給料低い
独創的

251 商 4 1

日本企業の 99％を占める
下請
薄給
不安定
技術力が高い，独自の技術

252 商 4 2

数が多い
不安定
隠れた技術を持っている
大阪に多そう
器行同士の結びつき強そう

253 商 4 1

少人数
資本が少ない
売り上げが少ない
工場が少ない
若い人が少ない

254 商 4 2

日本の企業のうち 90％以上が中小企業
社長は親から子にかわることが多い
コストカットのしわ寄せがくる
製造業が多いイメージ
東大阪の中小企業は活発

255 商 4 1

日本の 9割以上を占める
従業員は 1000人以下
日本の根幹を支えている
専門性が高い
経済の影響を受けやすい

256 商 4 2

業績不安定
自動車部品下請
給料が少ない
優れた技術を持った会社もある
広告，宣伝は費用不足でできない

257 商 4 1

規模が小さい
零細企業
上場していない
社長と社員の距離が近い
大手等の下請会社

258 商 4 2

工場が多い
経営オーナー
従業員数が少ない
給料が手渡し
地元に根差している

259 商 4 2

多い
大企業以外の企業
規模が小さいものも大きいものもある
従業員数がそんなに多くない
大企業にうもれ，隠れた存在

260 商 4 1

人数が少ない
風通しが良い
資本金が少ない
技術で勝負
大企業より専門的なことをしている

261 商 4 1

日本の企業の大多数
大企業を支える（部品など）
工場
社長が経理もする
日本人しか働いていない

262 商 4 2

大企業に比べると知名度が低い
個人経営に近い
従業員が少ない
急な倒産が少ない
隠れた優良企業が多い

263 商 4 2

今，伸びている
大企業よりブランド名で劣っている
資本が少なめ
新しいことを取り入れてる
父の会社

264 商 4 1

雇用人数が少ない
縁の下の力持ち
東大阪
大きな投資をする際，融資を受ける
下請企業

265 商 4 1

社員が少ない
歴史が浅い
利益が少ない
規模が小さい
不況の影響が大きい

266 商 4 1

歴史が浅い
利益が少ない
日本経済を支えている
人数が少ない
規模が小さい

267 商 4 1

OEM
先端技術
工場
地域密着
ブラック企業

268 商 4 1

従業員が少ない
規模が小さい
下請
技術がある
ブラック企業割合が高い

269 商 4 1

町工場
ベテラン
技術力
下請
日本の象徴
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270 商 4 2

大企業の下請会社
総従業員が 500人未満
女性が少ない
部品メーカー
家族経営

271 商 4 1

福利厚生がない
ボーナスが低い
従業員が少ない
日本のほとんど占めている
倒産しやすい
狭い世界だけしかいきれない

272 商 4 1

社員が少人数
何か一つのことに特化している
独自性がある
高齢化が進んでいる
給料が低そう

273 商 4 1

M&A
育成
創業
企業回生
挑戦

274 商 4 1

地元に根付いている
大企業の下請
年功序列
転勤が少ない
ボーナスがないところが多い
海外に拠点がない
ジョブローテーションがない
特異な技術
親子でやっている

275 商 4 1

成長
挑戦
発展
人材育成
規模が小さい

276 商 4 1

税制度
年功序列
個人経営
アウトソーシング
パート労働者

277 商 4 1

社会基盤
大多数
名前は有名ではない
ルールに縛られない
アウトソーシング

278 商 4 1

規模が小さい
人が少ない
会社名を聞いたことがない
資本金が少ない
サービス残業が多そう

279 商 4 2

従業員数が大企業に比べて少ないためアッ
トホームで温かい会社
日本の企業のほとんどは中小企業
大企業に比べて各社の知名度は低い
銀行からお金を借りたい時には保証協会に
審査してもらうことによって借りることが
できる
入社 1年目であっても社長との距離が近い

280 商 4 1

BtoB
輸出
数が多い
製造業
コンサルティング会社多そう

281 商 4 1

ネットビジネス
IT 関係
一発逆転
給料低い
ホリエモン

282 商 4 2

従業員数が少ない
海外展開をしてなさそう
大企業を支えている
日本の企業の 90％を占める
部品の工場が多そう

283 商 4 2

地域発展の要
あまり知られてない
日本企業のほとんどを占めている
従業員数が少ない
福利厚生の面が弱い

284 商 4 1

日本の 99％
高い技術力
下請
地域展開
認知度が低い

285 商 4 2

福利厚生がしっかりしていない
規模が小さい
若手が活躍してそう
社長さんが親族続きな感じ
新しいことに挑戦してそう

286 商 4 2

下請
大企業に比べ目立たない
法人税が低い
従業員や資本金で規模の違い
個人経営に近い

287 商 4 1

日本の経済を支えている
環境が厳しい
認知度が低い
従業員が少ない
給料が低い

288 商 4 1

地域密着型
上と下の差が激しい
従業員が基本的に少ない
福利厚生が良くないことが多い
新卒採用が少ない

289 商 4 2

日本にある企業の 99％を占めるのが中小
企業
人手不足
技術力の優れた企業
地域密着
知名度が低い企業

290 商 4 1

日本の会社の 99％
世界一レベルの会社がある
社員数が少ない
ここ最近，海外進出をし始めている
リーマンショックで淘汰された
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291 商 4 2

日本企業の大半
下請
ニッチな市場
若手から裁量権がある
周りとかかわりが深い

292 商 4 1

ブラック
地域を支える
一つの取引先がなくなるとつぶれる
半沢直樹
一族経営とか嫌な部分がたくさん

293 商 4 1

成長していない，歴史がない
不安定な経営
福利厚生がうすい
地域に根付いている
大手の下請など，立場が弱い

294 商 4 2

未上場
少数精鋭
歴史が浅い
社長が若い
個人経営

295 商 4 2

東大阪
技術力
作業着
家族経営
BtoB
少人数
工場

296 商 4 1

給料が低い
つぶれる可能性が低い
従業員が少ない
日本の企業の大半が中小企業
IT 関係が多い

297 商 4 1

下請
規模が小さい
高い技術力
なくてはならない企業
倒産

298 商 4 1

99.7％
100人以下
自転車操業
一族経営
有限会社

299 商 4 1

社会の歯車の心臓部
今後の日本社会の可能性
大企業の子会社になりがち
消費者により近い存在
高い技術力

300 商 4 2

小規模
作業着姿（スーツじゃない）
事業所は一つ
営業が辛い
暗い

301 法 3 1

社員が少ない
商品のパーツを作る下請
福利厚生が薄い
給料が少ない
ブラックとホワイトまでピンキリ

302 法 3 2

工場のようなところでおじさんたちが働い
ている
従業員の数が数人～三百人程度
国内では無名でも世界的に有名な企業があ
る
大企業の下請，孫請け会社が多い
親子経営が多い（親族経営）
給料は少ない
リストラは最終手段
社員を大事にしそう

303 法 3 1

東大阪市
大企業の下請
iPhone の画面は日本の中小企業が作って
いる
ブラック企業が多いイメージ
従業員みんな仲がいい（数が少ないから）
倒産しやすそう

304 法 3 1

大企業よりも資産などが少ない
大企業に比べてあまり目立たない
陰で経済を支えている
なくてはならない存在
父さんの会社

305 法 3 1

大企業のように株式にあまり影響されない
民間の企業
製造がメイン
完成された商品というよりは商品の完成に
不可欠なパーツを販売している
国内の取引中心

306 法 3 2

これからもっと成長できる
社長と社員の距離が近い
認知度が低い
専門的
支援とかしてもらいにくい

307 法 3 2

大企業を支える
大部分の就職先
安定してそう
自分と同じくらいの人がいて楽しそう
日本で一番層があつい

308 法 3 1

部品
細かな作業
質の高い労働力
日本の支え
小さい
工場
地元地産
現場

309 法 3 2

量が多い
収入が少ない
労働人数に限りがある
日本になくてはならないもの
個人経営が多い

310 法 3 1

製造業
規模が小さい
地域密着型
従業員が少ない
町工場
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311 法 4 2

大企業の下請
大企業の歯車，受け身，振り回されている
重要な存在，なくてはならない
その割には給料が低い
従業員の人数が少なくてアットホーム
知られていないけど，業界内では有名な会
社が意外とある

312 法 4 1

下請会社
非上場会社
部品メーカー
高度な技術
従業員が少ない

313 法 4 1

下請
町工場
イノベーション
少人数
こだわり

314 法 5 1

下請
零細
少人数
成長戦略
倒産

315 経済 3 1

企業ごとの独自技術がある
社会貢献している
大企業にはない，多くの魅力がある
従業員のやりがいがある
社員の仲，雰囲気がいい
給料が良く，上り調子のところが多そう

316 経済 3 1

大企業の下にある会社
大企業より身近
専門的
いっぱいある
部品とかよく扱っている気がする

317 経済 3 2

大企業の下請
専門職が多そう
ホテルとか
従業員の数が少ない
国内活動中心
リストラされにくそう

318 経済 3 1

社員の数が 3000人以下
大企業の傘下にあり，部品を提供する等
BtoC よりも BtoB
資本金が大企業よりも少ない
東証一部にあまりいない
しかし日本の大半が中小企業

319 経済 3 1

町工場
低賃金
重労働
地域密着
肉体労働
小規模

320 経済 3 1

従業員が少ない
資本金が少ない
大企業との関係が密接
利益が少ない
就活生の応募が少ない

321 経済 3 1

人が少ない
規模が小さい
専門性が高い
数が多い
他企業とのつながりが深い

322 経済 3 1

大企業の下
地域に密着
当たりはずれがある
割といい
福利厚生がよさそう

323 経済 3 1

大手の下請
大手より倒産しやすそう
知名度が低い
給料が低そう
仕事多そう

324 経済 3 2

製造業が多い
社員数が少ない
家族経営
販売シェアが小さい
大企業の下請

325 経済 4 1

大企業との関係が重要
規模が小さいため方針の変更や修正がしや
すい
地域に密着している
人材が集まりにくい
広く展開はせず，一つの事業に特化してい
る

326 経済 4 2

大企業の下請
従業員数が少ない
製造業が多いイメージ
意外と国内外問わず拠点を置いている
CM などあまり行わず，有名ではないが，
トップシェアを誇る企業が多い

327 経済 4 2

5000人ほどの中小企業もある
大企業の下請
町工場
ネームバリューは弱い
非上場が多い

328 経済 4 2

少人数
あまり有名ではない
大企業の下請
商社
規模が小さい

329 社会 3 1

下請
部品製造
零細企業
卸売業
小売業

330 社会 4 2

地域密着
ニッチ産業
アットホーム
少人数
福利厚生が十分でない
地味
堅実
不況に弱そう

331 社会 4 2

株式上場してない
従業員数 100名以下
資本金が 1億円未満
支社が少ない，もしくはない
全国的な知名度がない，テレビ CM 等の
広告が少ない，もしくはない
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332 社会 6 2

ブラック
薄給
大変
残業
過労死
休みが取れない

333 文 3 1

小さい
大手の下請
不安定
有名ではない
パッとしない

334 文 4 2

1000人未満
同族経営
非上場
地域に根ざしている
ニッチ

335 文 4 2

従業員数，少ない
福利厚生が整ってない
資本金少ない
上場してない
昇給してもそこそこ

336 文 4 2

従業員数が少ない
物の部品等，細かな製品を製造している
世界トップクラスの技術を持つ企業が多い
経営難を抱えている企業が多い
人手不足の企業が多い

337 文 6 1

大企業の下請
同族経営
ワンマンな社長
大企業に負けない技術力
ブラック企業
人が少ない
海外移転
外国人労働者

338 文 6 2

ブラック
マルチな才能が求められる
ボーナス少ない
専門的な分野を取り扱っている
フットワークが軽い
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